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K D B で わ か る こ と



千葉県の
健診状況の分析



被保険者数は減少。特定健診受診率は向上。
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受 診 者 数 は 減 少 傾 向 。 7 0 歳 以 上 は 増 加 傾 向 。
全 て の 年 代 で 男 性 よ り 女 性 が 多 い 傾 向
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高 血 糖 は 7 0 歳 以 上 が 年 々 増 加 傾 向 。
リ ス ク の あ る 被 保 険 者 は 男 性 の 方 が 多 い
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す べ て の 圏 域 に お い て 高 血 糖 の 被 保 険 者 数 は

6 0 歳 以 降 で 高 く 、 男 性 の 方 が 多 い 傾 向 に あ る



8

う ち 高 血 糖 か つ 軽 度 腎 症 リ ス ク の あ る 被 保 険 者 数 は

6 5 歳 以 上 の 男 性 が 多 い 。 7 0 歳 以 上 は 年 々 増 加 傾 向 。

尿蛋白またはeGFRに留意
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高 血 糖 か つ 軽 度 腎 症 リ ス ク の あ る 被 保 険 者 数 は
す べ て の 圏 域 で 同 様 の 傾 向 で あ る 。
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高 血 糖 か つ 軽 度 腎 症 リ ス ク の あ る 未 治 療 者 は

6 5歳以上の男性が多い。
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高 血 糖 か つ 中 等 度 腎 症 リ ス ク の あ る 被 保 険 者 数 は

6 5 歳 以 上 の 男 性 が 多 い 。 7 0 歳 以 上 は 年 々 増 加 傾 向 。
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高 血 糖 か つ 中 等 度 腎 症 リ ス ク の あ る 未 治 療 者 は 、

す べ て の 圏 域 で 6 5 歳 以 上 の 男 性 が 多 い 。
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高 血 糖 か つ 高 度 腎 症 リ ス ク の あ る 被 保 険 者 数 は

6 5 歳 以 上 の 男 性 が 多 い 。 7 0 歳 以 上 は 年 々 増 加 傾 向 。
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高 血 糖 か つ 高 度 腎 症 リ ス ク の あ る 未 治 療 者 は 、

す べ て の圏域で 6 5歳以上の男性が多い 。
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高 血 糖 か つ 腎 機 能 低 下 の 状 態 で あ る 被 保 険 者 数 は

6 5 歳 以 上 の 男 性 が 多 い 。 7 0 歳 以 上 は 年 々 増 加 傾 向 。
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高 血 糖 か つ 腎 機 能 低 下 の 状 態 で あ る 被 保 険 者 数

は 、 す べ て の 圏 域 で 6 5 歳 以 上 の 男 性 が 多 い 。
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高 血 糖 か つ 腎 機 能 低 下 の 状 態 で あ る 未 治 療 者 は

す べ て の圏域で 6 5歳以上の男性が多い 。



生活習慣病治療中断者及び未治療者の調査
(平成 2 7年度か ら令和元年度ま で の 5年間 )



生活習慣病治療中断者及び未治療者の調査

分析の仕様

令和２年３月までのレセプトデータで、生活習慣病（「高血圧症」、「脂質異常症」、「２

型糖尿病」、「慢性腎臓病」、「高尿酸血症」）の治療を受けていた方で、過去６か月間
医療機関受診が確認できない治療中断者や健診での異常値対象者で、レセプ

トが発生していない対象者（未治療者）について調査する。

日本糖尿病学会糖尿病性腎症合同委員会が２０１３年１２月に定めた基準にお

ける糖尿病性腎症第２～４期に該当する対象について、病期推移のパターン分

けを行い、疾病傾向と医療費について調査する。



特定健診の異常値者の多く は受診年度に
受診し て い た が 、治療内容は要精査。

20



糖尿病性腎症の病期が高い ほ ど 、尿蛋白
値の区分は高い傾向が見ら れ た 。
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2 0 1 5年度⇒ 2 0 1 9年度の病期変化は小さ い が 、
悪化し た被保険者が観察さ れ た 。
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糖尿病性腎症の病期進行か つ治療中断は 、
医療費が増加す る傾向が見ら れ た 。
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今回ご紹介し た分析結果の見か た

高血糖や腎症リスクのある被保険者の現状

高血糖かつ腎症リスクの被保険者数は60歳以降で上昇し、男性に多い傾向。

特に重症化リスクのある70歳以上の被保険者数は、高齢化に伴い年々増加。

性別・年齢・リスクにかかわらず、すべての圏域に多くの未治療者がいる。

糖尿病性腎症の病期ごとに治療中断者が存在し、悪化している事例がある。

リスクに合わせた重症化予防、未治療者・中断者への介入の重要性

が示唆された。


